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＜連絡事項＞

・本日、院内研修2日目です。参加されていない方は、忘れず参加しましょう。

・本日、13時から防災訓練を実施しています。避難開始から終了までの時間は4分30秒で実施出来ていたようです。また今回の防災訓練では、3階で誘導促しに拒否され、1名逃げ遅れた患者様がいらっしゃいました。

実施後の反省・振り返りでは、スタッフ間で大きな声で伝達することが挙げられています。実際の火災では火災報知器が鳴ることがあり、大きな声で伝達することが重要になります。また、防火扉については自動で作動するものや手動で動くものがあります。北病棟の防火扉を確認次第、報告するとの事です。

＜注目患者様ＮＣＰ評価＞

・赤石　陽介様～本日の午前にスタッフへ「話を聞いて欲しい」と話されており、スタッフ対応しています。

内容は単独外出をしたいことを話されています。8/21(金)に主治医面談があり、そのことを気にかけ本人自身ストレスとなっているようです。単独の許可などは出ていますが、病状的に不安定さも伺えますので、単独外出については主治医面談の際に再度主治医へ確認をとり、実施して行く方向で本人様へ説明しています。

今後について、「母さんが青山荘に入れさせたいと話すが、本当は入りたくない。でも、母さんが言うなら入るしかない」と話されています。

幻覚妄想等はなく病状は落ち着いていますが、本人様は様々なことを考え込み、ストレス状態が強い様子です。本人様、感情に左右され突発的な行動（離院等…実際それをほのめかす発言もあるようです）がある方ですので、本人様の病状を観察しながら、本人の話しを良く聞き関わっていきましょう。

・松川　順子様～午前中にスタッフへ「話を聞いて欲しい」と話され、スタッフ対応しています。表情の冴えない様子が続いています。妹様が通帳を持っていることや1週間洗濯していない事を話されています。洗濯については洗濯代を本人様へ貸すよう伝えるも「借りた分、一気に返さなければならないでしょ」と話されています。「レストランへ行くのが怖い」と話されています。シャワー浴についても「入らなければならない。毎日入っているから、シャンプーがなくなってきている」と強迫的になっています。程よく休みながら、日課を行う様、伝えていますが了解の悪さが見られています。引き続き、精神症状の変化に注意し観察・介入していきましょう。

＜OT一週間の報告、検討＞

・鈴木　勝彦様～作業療法は欠席することなく、参加されています。作業能力は低くないとのことです。

以前、東病棟から西病棟へ転入する際に御家族様と本人様の借金について話し合いをしたとのことで、テンションの低さが見られています。作業療法の際に「西病棟より北病棟の方がいい」と話されています。病識は無い方です。

・袴田　将志様～以前は青山荘や就職の話がありました。現在は話がなく、焦りは落ち着いたとの事です。また、以前のことを振り返ることが出来ています。

・松川　順子様～気分が低い様子があります。あまり考え過ぎないように本人様へ伝えています。引き続き、様子を観察していきます。

＜伊藤Drケース検討＞

・大上　なみ様～診察時に主治医より早食いについて、注意を受けるも「そんなしてないよ。ゆっくり食べてるよ」とやや理解に乏しい様子うかがえています。

　　　　　　　　レストランへ付くスタッフは食事摂取状況に注意し、誤嚥がないよう本人への助言・観察をしていきましょう。

・元沢　政治様～先日の家族面会に誰が来たのか問われると「知らねぇ」ととぼけることあるが、再び問い直すと「妹」と理解・認識は出来ている様子です。また、弟様の状況についても「(入院していることは)知ってる」と話されています。喫煙本数について問われると「5、6本」と答え、以前よりも少なくなっていると自ら答えています。弟様が入院されている事で、妹様へ保護者変更している状態である事を主治医へ情報提供しています。また、退院後は青風荘へ入所することで待機していることを妹様へ連絡し伝えるようにと主治医から指示がありましたので、担当スタッフは連絡を取ってくようにして下さい。

・村舘　ミネ様～主治医より体調について問われ、口ごもりながら「大丈夫かな。」今は俯

き加減で話されていることがあります。その他、自らの訴えなく、診察

は高校野球の話を楽しそうに話し、終了されています。一時的に胃痛を

訴えることがありました。本人様は気にされていない様子ですが、引き

続き、身体症状に注意し観察していきましょう。

・十日市　利喜様～診察時に体調を問われ、「足がだるいな」と両下肢の倦怠感を訴えています。主治医より、まだ体が動くうちに施設を考えていくよう伝えると「はっはっ、はぁ年だべ」と話し、笑っていることがあります検査を行うか問われると拒否されています。引き続き、身体状態の経過観察していきましょう。

・高橋　康満様～主治医へ「西病棟の売店での買い物がいいから、西病棟へ移して下さい」と興奮気味に訴えています。主治医より現在の状況では西病棟への移棟は出来ない事、でなければ転院、老人施設への入所しかないことを説明受けています。本人様、施設に対しての興味、関心をのぞかせる様子もあるが「それじゃ、困るんでなんとか部屋が空いたらでいいんで西病棟へ戻してください。お願いしますよ」と頻回に訴えています。

・井上　和美様～診察室に入ってくるなり、「わぁーも西病棟さぁやってけねぇがな。はぁ、だめだし、ここだばぁ」と頭を抱えて話す事があります。主治医より施設入所の話をされ、「それも困るな」と話されています。

便が出にくいと訴えがあり、臨時薬マグミット(330)　1T　1×夕が本日の夕から処方となっています。排便状況を確認していきましょう。

・野月平　チエ様～外の買い物を促すと「振動が来るすけ」と話し拒否されています。頓服薬を上手に使用し生活行動範囲の拡大や作業への取り組みを促すが「いらない。やらない」と話し、下を向いてしまう状況です。買い物日には本人様の病状を見て、買い物の声掛けを行っていきましょう。

・金沢　洋子様～主治医より手の震えについて問われると「ないです」と返答されています。薬の調整については「お願いします」と拒否ない様子あります。いつもより発語ある様子で口調にも感情がこもっている印象があります。

　　　　　　　　次回定期処方よりリスペリドン3mg→2mgへ減薬、タスモリン2mg処方となる予定です。薬の副作用（手の震え）と精神症状の変化に注意し観察・介入していきましょう。

・中野渡　鉄男様～今後の事について主治医から問われ、「退院したい」と答えており、グループホーム等で検討していく事を本人様へ伝えています。本人様は「うん」と無感情にうなずき、応じています。担当スタッフ中心に退院へ向けて進めていきましょう。

＜川端Drケース検討＞

・佐々木　淳様～昨日、「風邪を引いた」と話され、入浴をされていないです。感冒症状はありません。引き続き、身体症状の観察をしていきましょう。

　　　　　診察→気分が上がっています。週末の外泊の際には家族へその旨を伝え、自宅での自分勝手な言動が目立つようであれば、外泊途中でも帰院して良いことを家族に伝えるようにして下さい。

　　　　　　　　また本人より“水分の摂り過ぎだ…”と訴えることありました。最近尿失禁も見られて来ているので、体重変化と共に水分摂取量の確認を行っていくようにして下さい。

・木村　梅子様～以前は、怒り口調の独語が聞かれていました。最近は聞かれていないです。精神症状の変化に注意し観察していきましょう。

・稲垣　恵利子様～体重の増加が見られています。以前より＋3kg増加しています。買い物へ行かないと話されていても、よこまちへ行くと間食を購入してきます。引き続き、週3回の買い物を継続して行きましょう。また、間食の摂り方について本人様へ指導していきましょう。

　　　　　　診察→体重は48kgをキープするよう主治医から説明がありました。







